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答

弁

第

二

号 
   

衆
議
院
議
員
秋
葉
忠
利
君
提
出
電
力
会
社
の
プ

ル

ト

ニ
ウ
ム
利
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
二
七
第
二
号 

平
成
五
年
十
月
一
日 

衆
議
院
議
長 
土 
井 

た 

か 

子 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

細 

川 

護 

煕 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
秋
葉
忠
利
君
提
出
電
力
会
社
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一
に
つ
い
て 

電
気
事
業
者
（
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
が
搬
出
し
た
使
用
済
核
燃
料
は
、
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
約
二
千
三
百
八

十
ト
ン
、
英
国
に
対
し
約
三
千
四
百
五
十
ト
ン
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
の

1
に
つ
い
て 

電
気
事
業
者
は
、
再
処
理
に
よ
り
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
、
現
在
は
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団

（
以
下
「
動
燃
」
と
い
う
。）
が
そ
の
高
速
増
殖
炉
及
び
新
型
転
換
炉
で
利
用
す
る
こ
と
に
充
て
る
た
め
譲
渡
し
て 

 

い
る
が
、
今
後
は
電
気
事
業
者
自
身
も
、
軽
水
炉
、
高
速
増
殖
炉
等
で
利
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
と
承 



二
の

2
の
②
に
つ
い
て 

二
の

2
の
①
に
つ
い
て 

英
国
の
再
処
理
工
場
で
回
収
さ
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
電
気
事
業
者
が
動
燃
に
売
却
し
た
も

の
の
累
積
量
及
び
売
却
総
額
は
、
平
成
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
も
の
に
つ
い
て
は
約
六
百
二
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
約
三
十
七
億
二
千
万
円
で
あ
り
、
そ
の
後
の
売
却
実
績
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

東
海
再
処
理
工
場
で
回
収
さ
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
電
気
事
業
者
が
動
燃
に
売
却
し
た
も
の

の
累
積
量
及
び
売
却
総
額
は
、
平
成
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
も
の
に
つ
い
て
は
約
千
三
百
五
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
約
六
十
五
億
一
千
万
円
で
あ
り
、
平
成
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
も
の
に
つ
い
て
は
約
千
三
百
七

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
約
六
十
五
億
四
千
万
円
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
も
の
に
つ
い
て

は
約
千
五
百
七
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
約
六
十
七
億
五
千
万
円
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

知
し
て
い
る
。 

四 

 



二
の

3
に
つ
い
て 

二
の

2
の
③
に
つ
い
て 

平
成
三
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
電
気
事
業
者
が
所
有
し
て
い
た
原
料
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
（
二
酸
化
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
と
二
酸
化
ウ
ラ
ン
と
の
混
合
粉
末
又
は
二
酸
化
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
粉
末
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
う
ち
核

分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
は
、
英
国
の
再
処
理
工
場
に
約
八
百
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
フ
ラ
ン
ス
の
再
処
理
工

場
に
約
千
九
百
八
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
東
海
再
処
理
工
場
に
は
該
当
す
る
も
の

は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

フ
ラ
ン
ス
の
再
処
理
工
場
で
回
収
さ
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
電
気
事
業
者
が
動
燃
に
売
却
し

た
も
の
の
累
積
量
及
び
売
却
総
額
は
、
平
成
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
も
の
に
つ
い
て
は
約
百
九
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
約
九
億
四
千
万
円
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
も
の
に
つ
い
て
は
約
千
二

百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
約
二
十
億
七
千
万
円
で
あ
り
、
そ
の
後
の
売
却
実
績
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

五 

 



三
の

2
に
つ
い
て 

三
の

1
に
つ
い
て 

平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、
電
気
事
業
者
が
所
有
し
て
い
た
原
料
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
核
分
裂
性
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
は
、
東
海
再
処
理
工
場
に
約
百
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
英
国
の
再
処
理
工
場
に
約
九
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
フ
ラ
ン
ス
の
再
処
理
工
場
に
約
二
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

平
成
四
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
電
気
事
業
者
が
所
有
し
て
い
た
原
料
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
核
分
裂
性

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
は
、
東
海
再
処
理
工
場
に
約
二
百
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
英
国
の
再
処
理
工
場
に
約
九
百
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
フ
ラ
ン
ス
の
再
処
理
工
場
に
約
二
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、
英
国
及
び
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
電
気
事
業

者
が
今
後
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
外
の
加
工
施
設
に
お
い
て
Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃
料
に
加
工
し
て
か
ら
日
本
に
輸
送
す
る
計
画
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

六 

 



三
の

5
に
つ
い
て 

三
の

4
に
つ
い
て 

三
の

3
に
つ
い
て 

現
在
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
者
に
お
い
て
千
九
百
九
十
年
代
半
ば
以
降
軽
水
炉
で
計
画
的

に
利
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
利
用
時
期
等
に
つ
い
て
は
今
後
決
定
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

電
気
事
業
会
計
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
七
号
）
で
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
会
計
整
理
は
、
成

型
加
工
中
は
加
工
中
核
燃
料
、
半
製
品
と
し
て
貯
蔵
中
は
半
製
品
核
燃
料
、
完
成
後
は
完
成
核
燃
料
、
装
荷
中

は
装
荷
核
燃
料
、
原
子
炉
か
ら
取
り
出
し
た
後
は
使
用
済
核
燃
料
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
資
産
勘
定
に
整
理
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。 

現
時
点
で
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
製
造
の
契
約
を
締
結
し
た
電
気
事
業
者
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

七 

 



四
の

5
及
び

6
に
つ
い
て 

四
の

1
か
ら

4
ま
で
に
つ
い
て 

平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
電
気
事
業
者
の
使
用
済
核
燃
料
再
処
理
引
当
金
の
目
的
使
用
額
の
累
積
は

約
千
九
百
四
十
六
億
円
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
再
処
理
量
は
約
千
四
百
八
十
ト
ン
で
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
。
ま
た
、
目
的
使
用
額
の
累
積
の
う
ち
残
滓
処
理
に
係
る
額
は
約
一
億
円
で
あ
り
、
残
滓
処
理
が
行
わ
れ
た

使
用
済
核
燃
料
数
量
は
、
約
十
ト
ン
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
電
気
事
業
者
の
使
用
済
核
燃
料
再
処
理
引
当
金
の
残
高
は
、
約
一
兆
二
千

九
百
八
十
三
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
再
処
理
量
は
約
一
万
七
百
三
十
ト
ン
で
あ
る
と
承
知
し
て
い 

諸
外
国
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
が
ウ
ラ
ン
燃
料
に
比
べ
ど
の
程
度
高
い
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
企
業
の
商
取
引
に
係

る
も
の
で
あ
り
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
通
商
産
業
省
が
御
指
摘
の
よ
う
な
試
算
を
行
っ
た
こ
と
は
な

い

。 

八 

 



 

九 

る
。 

五
に
つ
い
て 

通
商
産
業
省
自
身
が
御
指
摘
の
よ
う
な
試
算
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。 




